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若手研究者の力を活かすために
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「理系人への応援歌」

若手研究者の現実

過酷な労働、経済的困窮、就職難

女性研究者の抱える問題

人事における差別、結婚、出産、育児

文系優位の社会、理系人の待遇は悪い？

深刻な科学離れ、学力低下

毎日新聞科学環境部
講談社（２００３）
（２００２年１月から２００３年４月まで
毎日新聞科学面に連載）
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私の経験

•大学院生のひとりとして取材を受けた。
•ユニークな実例として？（進路、結婚、育児、etc.）
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若手研究者の力を活かすために

１．現状の確認

２．科学・技術政策における取組

３．大学院生やポスドクとしてできること

（個人のライフスタイル、キャリアパスの観点）
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１．若手研究者（大学院博士課程～ポスドク）の現状の確認

過酷な労働（研究活動の時間（平均））
博士課程 ６３時間／週
ポスドク ６５時間／週
（平成１５年版 科学技術白書）

経済的困窮
奨学金（日本学生支援機構）の返還
大学院生の６３％がアルバイトをしている
（平成１５年版 科学技術白書）

就職難

博士課程修了者の進路

２０００年度
（科学技術・学術審議会
人材委員会 第一次提言 2002年）

就職
５０％

ポスドク
１８％

無業者
（アルバイト等・不明）

３２％

就職
６６％

ポスドク
１４％

アルバイト等
１５％

２００７年度
（平成２２年版 科学技術白書）

私の経験（博士課程）
•朝７時から夜１２時まで研究
•研究に没頭している時は苦にならない

私の経験（博士課程）
•朝７時から夜１２時まで研究
•研究に没頭している時は苦にならない

医学系博士４年間で 約６００万円
（返還免除あり）

医学系博士４年間で 約６００万円
（返還免除あり）

博士の２０～３０％は
まともな職がない

不明
５％
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博士の就職難

・昔から ・・・ 無業者の割合（３７％（１９９６年）、４１％（１９９９年）、３２％（2002年））
（科学技術・学術審議会 人材委員会 第一次提言 2002年）

・日本に特徴的・・・無業者の割合（米国では４％（１９９０－１９９６年卒））
（NFSの調査 １９９７年）

・大学教員枠の減少、企業への就職が少ない

国費を投入して育成した人材を活用できていな
い・・・

国費を投入して育成した人材を活用できていな
い・・・
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・人材育成（「産業人材育成パートナーシップ」「イノベーション創出若手研究人材養成」）

・経済的支援（学振特別研究員、RA、TA、etc.）

私の意見

•博士の就職難は、日本の大学や企業の雇用慣行や
社会システムに根ざした現象かもしれない。

•科学・技術政策だけでは限界があり、教育や労働に
関わる政策の大転換が必要な時期に来ているのでは

ないか？

６

政権交代の

真価が問われる

２．科学・技術政策における取組



（Steve Jobs スタンフォード大学卒業式でのスピーチより）

「もし私が ドロップアウト（退学） していなかったら、

あのカリグラフィのクラスには ドロップイン（寄り道） していなかった。」
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「もし私が ドロップアウト（退学） していなかったら、

あのカリグラフィのクラスには ドロップイン（寄り道） していなかった。」

・実力主義と競争の世界であるという認識と覚悟

・究極的には自己責任、努力は大事

しかし・・

・進路変更の可能性を含めてキャリアパスやライフスタイルを考えることも重要

・意識変革の必要性

本人はもちろん、

指導する側、

政策に関わる側にとっても

本人はもちろん、

指導する側、

政策に関わる側にとっても

ドロップアウト → ドロップインドロップアウト → ドロップイン

私の実感

•最近の博士院生 → 覚悟と実力のある大学院生（デキる、真の理系人間）

中間層（覚悟はしていたが、自分の実力や将来性に不安）

覚悟も実力もない大学院生（自分探し？モラトリアム？）

私の実感

•最近の博士院生 → 覚悟と実力のある大学院生（デキる、真の理系人間）

中間層（覚悟はしていたが、自分の実力や将来性に不安）

覚悟も実力もない大学院生（自分探し？モラトリアム？）

公的支援が有効

支援・指導の
効果は疑問

公的支援が有効
教育・指導が必
要

７

３．大学院生やポスドクとしてできること



生化学若い研究者の会
（生化若手の会 ）

•生命科学系の大学院生を中心に構成

•分野横断的

•全国各地でシンポジウム等の活動

•若い研究者のネットワーク作り

• シニア研究者との意見交換の機会
• 多くの友人、人脈

様々な異分野にドロップイン

することで、研究活動にも人生

にも新たな道が生まれる。

理解と支援を！ ８

私が経験した ドロップイン私が経験した ドロップイン


